
61 

 

古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 285 号（2026 年 8 月） 

 

『清話問答四十條』の漢語語彙（3） 

 

竹越 孝 

 

（承前） 

 

6.5 補語 

6.5.1 方向 

 “起來” 

 “起來”は 15 例用いられており，うち“起”と“來”の間に目的語を

挟むものが 3 例，可能補語の否定となる“V 不起來”の形が 1 例ある。先

行する動詞としては“看”と“想”が各 2 例あるほか，指示代名詞を述語

とする“這様起來”も 1 例ある。いずれも空間的な意味ではない。 

 満洲語では，動詞 ombi（なる，できる）の連体過去形 oho が与位格語

尾を伴う ohode（～になれば，～すると）に対応するものが 2 例，動詞

deribumbi（始める，興す）の変化形に対応するもの，動詞の不定形 -me に

後続する動詞 gamambi（持っていく，処置する）の変化形に対応するもの，

後置詞 -dari（～ごとに，～たびに）に対応するものが各 1 例あるほかは，

特に補語としての“起來”に対応する語彙はない。 

 （1） 你這話上看起來（11b3-4）〈tuwaci〉 

 （2） 急忙想不起来（16a2-3）〈merkime〉 

 （3） 若是這様起来（49a4-5）〈ohode〉 

 （4） 過費起来（26a4）〈ohode〉 

 （5） 可就在格物致知上做起功夫來（2b2-3）〈deribu〉 

 （6） 把這些話推廣起来（56a3-4）〈badarambume gamafi〉 

 （7） 想起来就動念（26b4-5）〈gūnihadari〉 

 上の（1）にあるように，“看起來”の 2 例はいずれも動詞 tuwambi の条

件形 tuwaci（見ると）に対応している。 

 

 “進去” 

 “進去”は 1 例用いられており，可能補語“V 得進去”の形を取る。 

 満洲語では，特に補語としての“進去”に対応する語彙はない。 

 （1） 此話若聽得進去（47b2）〈urušeci〉 
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 上は“聽進去”で動詞 urušembi（賛同する，是とする）に対応する。 

 

 “出” 

 “出”は 1 例用いられており，可能補語“V 得出”の形を取る。 

 満洲語では動詞 tucibumbi（出す，表す）の変化形に対応するが，先行

する動詞に対応する語がない。 

 （1） 膿着放得出骲頭去（8a1-2）〈tucibume〉 

 

 “出來” 

 “出來”は 5 例用いられており，うち“出”と“來”の間に目的語を挟

むものが 2 例ある。先行する動詞としては“拿”が 2 例ある。 

 満洲語では，“拿出來”に対して動詞 gajimbi（持って来る，持参する）

の変化形が対応するものと動詞 tucibumbi の変化形が対応するものが各 1

例あるほかは，特に補語としての“出來”に対応する語彙はない。 

 （1） 餑餑果子拿出来（21b4）〈gaju〉 

 （2） 但是拿出来（22a4-5）〈tucibufi〉 

 （3） 我不能指説出來（12b2）〈gisureme〉 

 （4） 並非是充道學先生做出惹厭的欸来（56b1）〈arame〉 

 上の（1）における満洲語 gaju は gajimbi の命令形である。 

 

 “下” 

 “下”は 6 例用いられており，うち 2 例は後に目的語を取る。先行する

動詞としては“記”が 2 例ある。いずれも空間的な意味ではない。 

 満洲語では，動詞の不定形 -me に後続する動詞 gaimbi（取る，収める）

の変化形に対応するものが 2 例あるほかは，補語としての“下”に対応す

る語彙はない。 

 （1） 阿哥你家裏請下滿洲師傅了嗎（4b3）〈solihabio〉 

 （2） 日每記下的（5a3-4）〈ejeme gaihangge〉 

 （3） 収下罷（51a4）〈alime gaisu〉 

 （4） 嘱咐的話記下了（28a4）〈ejeki〉 

 上の（2）は ejembi（記す，覚える）の不定形，（3）は alimbi（受ける，

接する）の不定形に後続する。ただし（4）では“記下”が ejembi の希望

形に対応している。 

 

 “下去” 
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 “下去”は 1 例用いられており，可能補語“V 不下去”の形を取る。 

 満洲語では，特に補語としての“下去”に対応する語彙はない。 

 （1） 我是吃不下去的（39b3-4）〈kirime〉 

 上は“吃下去”で動詞 kirimbi（我慢する，忍ぶ）に対応している。 

 

 “回” 

 “回”は 1 例用いられている。 

 満洲語では，特に補語としての“回”に対応する語彙はない。 

 （1） 爲何駁回不受（49b4-5）〈marame〉 

 上は“駁回”で動詞 marambi（遠慮する，辞退する）の変化形に対応し

ている。 

 

 “過” 

 一般には動態助詞もしくは動詞接尾辞のカテゴリーに属するものだが，

本節で取り上げる。 

 “過”は 4 例用いられており，うち 1 例は副詞“曽”を伴い，1 例は否

定の“没有 V 過”の形を取る。 

 満洲語では，いずれも動詞の連体過去形 -ha/-he/-ho に対応する。 

 （1） 那個朋友在這裏逕過（20a2）〈deriha〉 

 （2） 日前是誰曽説過（21a3-4）〈alaha〉 

 （3） 你何等事沒有經過（55b2）〈dulembuhekū〉 

 

 “過去” 

 “過去”は 3 例用いられている。 

 満洲語では，動詞 gamambi（持っていく）の変化形に対応するものが 2

例，特に対応語彙を持たないものが 1 例ある。 

 （1） 粉湯空湯都端過去（24b2-3）〈gama〉 

 （2） 含糊過去（45a2）〈buksuri gamaci〉 

 （3） 却有條有理的辦過去了（31a5）〈icihiyame jabdumbi〉 

 

 “住” 

 “住”は 4 例用いられており，うち 2 例は可能補語“V 不住”の形を取

る。 

 満洲語では，動詞の持続形 -hai/-hei/-hoi に対応するものが 1 例あるほ

かは，特に補語としての“住”に対応する語彙はない。 
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 （1） 不得凖頭又定不住（7b1）〈toktobume〉 

 （2） 匆匆忙忙的被事情纏繞住（39a5-39b1）〈burgišahai〉 

 （3） 有些俗冗羈絆住（22b4）〈siderebure〉 

 

 “來” 

 補語としての“來”は 12 例用いられており，うち動詞と“來”の間に

目的語を挟むものが 4 例，可能補語“V 的來”の形が 1 例ある。先行する

動詞としては“想”が 4 例，“送”と“拿”が各 2 例ある。“想來”“看來”

“冩來”の各例は空間的な意味で用いられたものではない。 

 満洲語では，“想來”と“看來”の場合に動詞の条件形 -ci に対応する

ほかは動詞そのものが対応する形であり，“送來”は動詞 benjimbi（送っ

てくる，届けてくる）の変化形，“拿來”が動詞 gajimbi の変化形，“帶來”

“寄來”が動詞 jasimbi（寄せる，送る）の変化形に対応する。 

 （1） 草字想来你是能冩的（8b5-9a1）〈gūnici〉 

 （2） 看來不甚用功（3a3-4）〈tuwaci〉 

 （3） 一併送来（54a4）〈benjibuki〉 

 （4） 拿刀子来（23b5）〈gaju〉 

 （5） 時常的帶信来（27b3）〈jasi〉 

 （6） 便中寄信来（28a4）〈jasi〉 

 （7） 篆字八分書冩的来嗎（9a1-2）〈arame〉 

 上の（3）における benjimbi は benji- を語幹とするが，動詞語幹形成接

尾辞 -nji（～しに来る，～しながら来る）との関係を示唆する。 

 

 “去 

 補語としての“去”は 12 例用いられており，うち動詞と“去”の間に

目的語を挟むものが 3 例，可能補語“到不去”の形が 1 例ある。先行する

動詞としては“行”と“到”が各 2 例ある。 

 満洲語では，動詞語幹形成接尾辞 -na/-ne/-no（～しに行く，～しながら

行く）に対応するものが 2 例，動詞 genembi（行く）に対応するものが 1

例あるほかは動詞そのものに対応する形であり，“行去”は動詞 yabumbi

（行く，行う）の変化形，“到去”は haminambi（近づく，到着しようとす

る）と isinambi（到る，及ぶ）の各変化形に対応する。 

 （1） 阿哥請你去（25a1）〈solinaha〉 

 （2） 固然到不去（11b2）〈haminame〉 

 （3） 回去了（28a1）〈amasi genehe〉 
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 （4） 只是個反求諸己行去（40b4-5）〈yabu〉 

 （5） 幾時到去（28a3）〈isinaha〉 

 （6） 送了一匹家生駒子去（51b1-2）〈benebuhe〉 

 上の（6）における benembi は bene- を語幹とするが，動詞語幹形成接

尾辞との関係を示唆する。 

 

6.5.2 動態 

 “着” 

 一般には助詞もしくは動詞接尾辞のカテゴリーに属するものだが，本節

で取り上げる。 

 “着”は 48 例用いられており，うち後に動詞句を伴う“V 着（O）V”

の形が 30 例，後に動詞句を伴わない“V 着（O），…”の形が 10 例，目的

語を伴い文終止する“V 着 O”の形が 2 例，“V 着哩”の形が 4 例，“V 着

（O）呢”の形が 2 例である。 

 満洲語では，“V 着（O）V”の 30 例のうち，動詞の連用不定形 -me に

対応するものが 15 例，先行形 -fi（-mpi も含む）に対応するものが 6 例

あるほか，終点形 -tala/-tele/-tolo に対応するもの，持続形の一種 -tai/-tei

に対応するものも各 1 例ある。 

 （1） 現今學着説呢（3a2）〈tacime〉 

 （2） 但只是存着心求父母的歡喜（11a4）〈gūnime〉 

 （3） 你挑着拿去（53b5-54a1）〈sonjome〉 

 （4） 謹記着奮勉（7a3）〈ejefi〉 

 （5） 提白着説了（45b5）〈jompi〉 

 （6） 儘着量飲就是了（23a5）〈soktotolo〉 

 （7） 強泒着筭作謊謬使得麽（45a1）〈ergeletei〉 

 “V 着（O），…”の 10 例では，動詞の条件形 -ci に対応するものが 5

例ある。“V 着 O”の 2 例では，終止現在形 -mbi に対応するものと連体

未来形 -ra/-re/-roが名詞化語尾 -nggeを伴う形に対応するものが各 1例あ

る。 

 （8） 看着不拘什麽緊急事（31a1-2）〈tuwaci〉 

 （9） 這様想着（56b4）〈gūnici〉 

 （10） 阿哥你家裏養着狗（52b4）〈ujirengge〉 

 （11） 時常遇着你（55a1）〈teisulebumbi〉 

 “V 着哩”の 4 例では，持続形 -hai/-hei/-hoi に対応するものが 2 例，終

止完了形 -habi/-hebi/-hobi に対応するものが 1 例ある。“呢”を伴う 2 例
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では，連体過去形に対応するものと連用持続形に対応するものが各 1 例

ある。 

 （12） 這箇議論心裡狠存着哩（11b2-3）〈tebuhei〉 

 （13） 心裡墊着哩（25b2）〈gūnihai〉 

 （14） 預偹着哩（23b2）〈belhebuhebi〉 

 （15） 好處多着呢（13b1）〈ambuha〉 

 （16） 母的懐着犭宰子呢（53b5）〈sucilehebi〉 

 

 “了” 

 文末助詞としての“了”についても本節で扱う。 

 “了”は 104 例用いられている。そのうち，“V 了”の形（形容詞・名

詞の場合及び動詞に補語が後続する場合も含む）が 54 例，後に動詞を伴

う“V 了 V”の形が 2 例，後に数量を伴う“V 了 C”の形が 3 例，“V 了

的”の形が 4 例，否定の“不 V 了”の形が 6 例，後に目的語を伴う“VO

了”の形が 7 例，“V 了 O”の形が 20 例，“V 了 O 了”の形が 3 例，否定

の“不 VO 了”の形が 5 例である。 

 満洲語では，“V 了”の 54 例のうち，動詞の連体過去形 -ha/-he/-ho に

対応するもの（名詞化語尾 -ngge や格語尾が付属するものも含む）が 31

例，連用先行形 -fi に対応するものと終止現在形 -mbi に対応するものが

各 4 例，終止完了形 -habi/-hebi/-hobi に対応するものと希求懸念形 -rahū

に対応するものが各 2 例ある。 

 （1） 聽見的久了（13b3）〈goidaha〉 

 （2） 一輩子的人都完了（18b2）〈waliyaha〉 

 （3） 冒撞了是我的不是（38a3-4）〈okjoslahangge〉 

 （4） 朋友們来了（21b1）〈jimbihede〉 

 （5） 等把這碗飯吃完了（24b3）〈wacihiyafi〉 

 （6） 不會的久了（26b5）〈goidafi〉 

 （7） 還玷辱了呢（10b1）〈gūtubumbi〉 

 （8） 反被人看輕了（35b3-4）〈weihukelebumbi〉 

 （9） 正餓了（26a1）〈yadahūšahabi〉 

 （10） 心裡墊着怕褁了張了（8a3）〈dosirahū milararahū〉 

 “V 了 V”の 2 例では，連用不定形 -me と連用先行形 -fi に対応するも

のが各 1 例ある。 

 （11） 就請了来（20a5）〈solime〉 

 （12） 収拾了嘗嘗（26b2）〈dagilabufi〉 
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 “V 了 C”の 3 例では，連用先行形 -fi，連体過去形 -ha/-he/-ho，連体

未来形 -ra/-re/-ro に対応するものが各 1 例ある。 

 （13） 使他們儘量的飽飱了一頓（20b1）〈ulebufi〉 

 （14） 来遲了一歩（22b5）〈sitaha〉 

 （15） 有一個過了一年的長毛細狗（53b1）〈bisire〉 

 “V 了的”の 4 例はいずれも連体過去形 -ha/-he/-ho に対応する。 

 （16） 熟了的時節（8a5）〈urehe〉 

 （17） 進去了的様子（55a4）〈dosika〉 

 “不 V 了”の 6 例では，動詞 ombi（なる，できる）の終止現在形に対

応するものが 3 例，その連用先行形である ofi と終止完了形である ohobi

に対応するものが各 1 例ある。 

 （18） 就令人不信了（39a4）〈akdaburakū ombi〉 

 （19） 自然看的淡不認真了（56b4-5）〈dosirakū ombi〉 

 （20） 是我的敬心不到了（25a1-2）〈akū ofi〉 

 （21） 你這話就不是了（39b5-40a1）〈waka ohobi〉 

 “VO 了”の 7 例では，連体過去形 -ha/-he/-ho に対応するものが 3 例，

終止完了形 -habi/-hebi/-hobi に対応するものが 1 例ある。 

 （22） 比先前狠發福了（15a1-2）〈tulejehe〉 

 （23） 狠費心了（27a4-5）〈fayaha〉 

 （24） 阿哥你家裏請下滿洲師傅了嗎（4b3）〈solihabio〉 

 “V 了 O”の 20 例では，連体過去形 -ha/-he/-ho に対応するものが 7 例，

連体未来形 -ra/-re/-ro に対応するものが 5 例，連用先行形 -fi に対応する

ものが 3 例，連用不定形 -me に対応するものが 2 例，終止完了形 -habi/-

hebi/-hobi に対応するものが 1 例ある。 

 （25） 添了許多懐想（26b5-27a1）〈unggibuha〉 

 （26） 得了兩個俄儸思狗（53b3-4）〈baha〉 

 （27） 竟得罪了你（38a2-3）〈waka sabubuha〉 

 （28） 不要躭擱了自己（3b3）〈sartabure〉 

 （29） 就是有了本事（10a4-5）〈bisire〉 

 （30） 領了你的情（25a4）〈alifi〉 

 （31） 新近又着實費了力（53b3）〈baibufi〉 

 （32） 捨了臉向你開口（48b4-5）〈feleme〉 

 （33） 適纔得了一様新鮮東西（26b1-2）〈bahabi〉 

 “V 了 O 了”の 3 例では，連体過去形 -ha/-he/-ho に対応するものが 2

例，連体未来形 -ra/-re/-ro に対応するものが 1 例ある。 
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 （34） 籠鷹都送了人了（53a5）〈buhe〉 

 （35） 脩身的道理實在用了工夫了（54b3-4）〈baitalara〉 

 “不 VO 了”の 5 例では，動詞 ombi，連体未来形の否定 -rakū，連体過

去形の否定 -hakū に対応するものが各 1 例ある。 

 （36） 阿哥不強留你了（28a1）〈biburakū〉 

 （37） 明是把我不筭在朋友之列了（34a5-34b1）〈obuhakū〉 

 （38） 就不敢從命了（26a4-5）〈daharakū ombi〉 

 

6.5.3 可能 

 “V 得” 

 太田（1958：229）でいう A 式にあたる“V 得”の形が 11 例用いられて

おり，うち“曉得”が 2 例ある。形式面では，目的語を取る“V 得 O”の

形が 6 例，助動詞“能”に後続する“能 V 得”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，動詞の条件形 -ci に ombi が後続する形に対応するものが

2 例，動詞 gaimbi に対応するものと形容詞 mangga（硬い，上手い）に対

応するものが各 1 例あるほかは，いずれも単独の動詞に対応している。 

 （1） 曉得是玩意兒（56b3）〈safi〉 

 （2） 比得尋常人嗎（15b1）〈duibuleci ombio〉 

 （3） 纔筭得忍（40b1）〈seci ombi〉 

 （4） 自己學得的（6b5-7a1）〈tacime gaici〉 

 （5） 阿哥因爲你狠認得馬（51b1）〈singsilere mangga〉 

 （6） 誰還能奪得了你的去嗎（7a1-2）〈durime〉 

 単独の動詞に対応するものはすでに語彙化していると思われる。 

 

 “V 的” 

 A 式にあたる形で“V 的”と表記されるものも 1 例ある。 

 満洲語では単独の動詞に対応している。 

 （1） 官職如何到的了你身上呢（14a2）〈isinara〉 

 

 “V 不得” 

 A 式の否定にあたる“V 不得”は 4 例用いられており，うち目的語を伴

う“V 不得 O”の形が 3 例ある。 

 満洲語では，動詞の条件形 -ci に ombi の否定形 ojorakū が後続する形

に対応するものが 2 例あるほかは，固定的な表現か単独の動詞の否定形

が対応している。 
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 （1） 忽略不得的（19a2-3）〈oihorilaci ojorakū〉 

 （2） 再也是撒不得慌的（39a2-3）〈nambuci ojorakū〉 

 （3） 學本事還筭不得什麽（1a5-1b1）〈ai sere〉 

 （4） 還等不得説（26a1-2）〈baiburakū〉 

 上の（3）に見られる ai sere は「何を言う」の意味である。 

 

 “V 得 C” 

 “V 得 C”は 4 例用いられているが，うち太田（1958：229）でいう B

式，即ち動詞性の補語を伴うものが 2 例，C 式，即ち形容詞性の補語を伴

うものが 2 例ある。 

 満洲語では，B 式の場合，動詞の不定形 -me に mutembi（できる，よく

する）の変化形が後続する形に対応するものが 1 例ある。 

 （1） 膿着放得出骲頭去（8a1-2）〈tucibume mutecibe〉 

 （2） 此話若聽得進去（47b2）〈urušeci〉 

 C 式の場合，動詞の条件形 -ci に ombi が後続する形に対応するものが

1 例ある。 

 （3） 纔講得細緻哩（30b3-4）〈gisureci ombi〉 

 （4） 生得俊（53b4）〈banin saikan〉 

 

 “V 的 C” 

 “V 的 C”の表記では 23 例用いられているが，うち B 式が 2 例，C 式

が 21 例ある。 

 満洲語では，B 式の 2 例のうち，動詞の不定形 -me に mutembi の変化

形が後続する形に対応するものが 1 例ある。 

 （1） 篆字八分書冩的来嗎（9a1-2）〈arame mutembio〉 

 （2） 雖偶然也掽的着（7b2-3）〈goicibe〉 

 C 式の 21 例のうち，動詞の名詞化語尾 -ngge に形容詞が後続する形に

対応するものが 10 例，動詞の連体未来形 -ra/-re/-ro に形容詞が後続する

形に対応するものが 3 例，動詞の連用不定形 -me に動詞が後続する形に

対応するものが 2 例ある。 

 （3） 教導的狠是（7a2-3）〈tacibuhangge umesi inu〉 

 （4） 你来的凑巧（26b1）〈jihengge nashūlabuha〉 

 （5） 你稱賛的不錯（17a5）〈maktahangge tašan akū〉 

 （6） 不但引誘教訓的巧（5b5-6a1）〈tacibure faksi〉 

 （7） 但只是咱們起初相處的既好（15a5）〈banjire sain〉 
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 （8） 送来的遲了（48a2-3）〈benjime sitabuhangge〉 

 上の C 式では対応する満洲語において可能表現を取るものはなく，こ

の形は可能を表したものとは言えないであろう。 

 

 “V 不 C” 

 “V 不 C”は 10 例用いられており，すべて動詞性の補語を伴う B 式の

否定と思われる。うち目的語を伴うものが 2 例ある。 

 満洲語では，動詞の不定形 -me に mutembi の否定形 muterakū が後続す

る形に対応するものが 5 例，動詞 bahambi（得る，習得する）の否定形

baharakū に対応するものが 2 例あるほか，形容詞 mangga に対応するもの

も 1 例ある。他は単独の動詞の否定形である。 

 （1） 不得凖頭又定不住（7b1）〈toktobume murerakū〉 

 （2） 還説不盡（13b2）〈wacihiyabume muterakū〉 

 （3） 我是吃不下去的（39b3-4）〈kirime muterakū〉 

 （4） 急忙想不起来（16a2-3）〈merkime baharakū〉 

 （5） 到底拿不凖（7b3）〈jorin baharakū〉 

 （6） 是説不盡的（35a4）〈gisurere de mangga〉 

 

6.5.4 対象・場所 

 “給” 

 動詞の後に“給”を伴う例は 2 例用いられており，対象が後続するもの

と後続しないものが各 1 例ある。 

 満洲語では，いずれも使役を作る語幹形成接尾辞 -bu がついた動詞に

対応している。 

 （1） 遇見什麽就講給知道（6a1-2）〈giyangname ulhibumbi〉 

 （2） 阿哥我前日説給你聽的話（42a3）〈donjibuha〉 

 

 “到” 

 動詞の後に“到”を伴う例が 2 例用いられており，着点が後続するもの

と後続しないものが各 1 例ある。 

 満洲語では，着点が後続しない場合に動詞語幹形成接尾辞  -na/-ne/-no

に対応している。 

 （1） 倒不曽想到（38a3）〈gūninahakū〉 

 （2） 坐到日頭落再去（15b3-4）〈tefi〉 

 



71 

 

 “在” 

 動詞の後に“在”を伴う例が 6 例用いられており，いずれも場所が後続

する。 

 満洲語では，与位格の -de に対応するものが 4 例，副詞 amala（後ろに，

後方に）に対応するものが 1 例ある。 

 （1） 刻記在胸中（32a4-5）〈tunggen de nikebume〉 

 （2） 至於不放在心裏（56a1）〈gūnin de teburakūngge〉 

 （3） 這個臉放在那裏呢（22a5-22b1）〈sorocuka akū〉 

 （4） 把朋友的倫理㨼在脊背後頭（49a1-2）〈fisa amala makta〉 

 

6.6 兼語動詞 

 “教” 

 使役の“教”が 1 例用いられているが，動詞に前置し兼語は持たない。 

 満洲語では，使役を作る語幹形成接尾辞 -bu に対応している。 

 （1） 不空教出去（21b1-2）〈tuciburakū〉 

 

 “使” 

 使役の“使”は 2 例用いられており，うち兼語として“他們”を持つも

のが 1 例，動詞に直接前置するものが 1 例である。 

 満洲語では，兼語を持つ場合は使役文において被動者をマークする対格

語尾 -be に対応し，動詞に前置する場合は特に対応する語彙を持たない。 

 （1） 使他們儘量的飽飱了一頓（20b1）〈tese be〉 

 （2） 使驕且吝（45b1-2）〈cokto bime〉 

 上の（1）において後の動詞は語幹形成接尾辞 -bu を持つ。（2）は文語

的な表現と言える。 

 

 “令” 

 “令”は 1 例用いられており，兼語として“人”を持つ。 

 満洲語では被動文において動作主をマークする与位格語尾 -de に対応

する。 

 （1） 就令人不信了（39a4）〈niyalma de〉 

 上の例において，後の動詞は語幹形成接尾辞 -bu を持ち，被動を表して

いると言える。 

 

 “被” 
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 被動の“被”は 2 例用いられており，兼語は“人”と“事情”である。 

 満洲語では，いずれも与位格語尾 -de に対応している。 

 （1） 反被人看輕了（35b3-4）〈niyalma de〉 

 （2） 匆匆忙忙的被事情纏繞住（39a5-39b1）〈baita de〉 

 上の（1）において後の動詞は語幹形成接尾辞 -bu を持ち，（2）は持た

ないが，いずれも被動を表すと言える。 

 

 “爲” 

 “爲”は 1 例用いられており，“所”と呼応し，兼語は“國家”である。 

 満洲語では与位格語尾 -de に対応している。 

 （1） 將來爲國家所用（12a2）〈gurun boode〉 

 上において後の動詞は語幹形成接尾辞 -bu を持ち，被動を表している

と言える。 

 

 “蒙” 

 “蒙”は 2 例用いられ，いずれも動詞に前置し兼語は持たない。 

 満洲語では，特に対応する語彙はない。 

 （1） 今日何幸得蒙下顧（25b4）〈enggelejihe〉 

 （2） 素蒙疼愛（38a5）〈gosihai〉 

 上はいずれも文語的な文脈で用いられている。 

 

7. 介詞 

7.1 所在 

 “在” 

 介詞としての“在”は 13 例用いられており，うち“在～上”の形が 4

例，“在這裏”の形が 3 例，“在～裏”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，すべての例が与位格語尾 -de に対応している。 

 （1） 可就在格物致知上做起功夫來（2b2-3）〈sarasu de〉 

 （2） 不在書上發奮（14a1-2）〈bithede〉 

 （3） 在這裏住着狠遭擾了（28a4-5）〈ubade〉 

 （4） 阿哥你在父母運裏（6a4）〈kesi de〉 

 （5） 阿哥你在家作什麽（3b5）〈boode〉 

 （6） 在我却沒有得十分盡心（28b2）〈minde〉 

 

 “當” 
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 “當”は 1 例用いられており，“當～時”の形を取る。 

 満洲語では与位格語尾 -de に対応している。 

 （1） 當急遽冗雜時（47a5）〈burgin bargin de〉 

 

7.2 起点 

 “從” 

 “從”は 1 例用いられている。 

 満洲語では奪格語尾 -ci に対応している。 

 （1） 他還要從傍看笑聲兒呢（43a1-2）〈dalbakici〉 

 

 “自” 

 “自”は 2 例用いられている。 

 満洲語ではいずれも奪格語尾 -ci に対応している。 

 （1） 自此以後（27b3）〈ereci〉 

 （2） 自古来是稱賛的（40b2-3）〈julgeci〉 

 いずれも文語的な文脈で用いられる固定的な表現と言える。 

 

7.3 方向 

 “向” 

 “向”は 1 例用いられている。 

 満洲語では接続後置詞 baru（～に向かって）に対応する。 

 （1） 捨了臉向你開口（48b4-5）〈baru〉 

 

 “徃” 

 “徃”は 1 例用いられており，“徃～裡”の形を取る。 

 満洲語では特に対応する語彙はない。 

 （1） 咱們爲什麽不徃能彀裡扒結（40b3-4）〈mutebure be〉 

 上の満洲語では構造を変えて，mutebure be kicerakū（できることを求め

ない）という表現に対応させている。 

 

7.4 関連 

 “至於” 

 “至於”は 1 例用いられている。 

 満洲語では特に対応する語彙はない。 

 （1） 至於不放在心裏（56b1）〈teburakūngge〉 
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7.5 到達 

 “到” 

 “到”は 3 例用いられており，うち“到～的時候”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，与位格語尾 -de に対応するものが 2 例ある。 

 （1） 到冷天的時候（9b1）〈erin de〉 

 （2） 爲何不全信到那裏走一走呢（39a1-2）〈tubade〉 

 

 “等” 

 “等”は 2 例用いられており，うち“等～完”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，“等～完”の形が動詞 wacihiyambi（完結する，完成する）

の先行形に対応し，他の例は接続後置詞 manggi（～した後，～すると）に

対応する。 

 （1） 等把這碗飯吃完了（24b3）〈wacihiyafi〉 

 （2） 等下了犭宰子（53b5）〈manggi〉 

 

7.6 経由 

 “順” 

 “順”は 1 例用いられており，“順着”の形を取る。 

 満洲語では，接続後置詞 ici（～に沿って，～のままに）に対応する。 

 （1） 一来怕順着嘴説慣了（29a2-3）〈ici〉 

 

7.7 原因 

 “因” 

 “因”は 1 例用いられており，“因～上”の形を取る。 

 満洲語では与位格語尾 -de に対応する。 

 （1） 阿哥因你的話上（17a3）〈gisun de〉 

 満洲語の与位格は原因を表す用法をも持つ。 

 

7.8 目的 

 “爲” 

 “爲”は 1 例用いられている。 

 満洲語では接続後置詞 jalin（～によって，～のために）に対応する。 

 （1） 不過暫為零碎使用（49b2-3）〈jalin〉 
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 “給” 

 太田（1958：256）において兼語動詞の用法とされるものもここで取り

上げる。 

 “給”は 7 例用いられており，うち 6 例は対象を伴い，1 例は動詞に直

接前置する。 

 満洲語では，対象を伴う 6 例のうち与位格語尾 -de に対応するものが 4

例，動詞の語幹形成接尾辞 -bu に対応するものが 2 例ある。動詞に前置

する 1 例も -bu に対応する。 

 （1） 願給我們作個規模様子（10b4-5）〈mende〉 

 （2） 我今特特的給你道謝来了（27a1-2）〈sinde〉 

 （3） 別説是給你釘子掽了見恠（37b2-3）〈sinde〉 

 （4） 阿哥我給你送的些微東西（49b2）〈sinde〉 

 （5） 也不曽給他喫（20a3）〈ulebuhekū〉 

 （6） 愿意給喫（22a4）〈ulebure〉 

 対象が与位格語尾でマークされる例において，（3）と（4）では後続の

動詞がいずれも語幹形成接尾辞 -bu を持つので，使役あるいは受動の意

味を持つと言える。 

 

 “與” 

 目的を表す“與”は 1 例用いられており，対象は“國家”である。 

 満洲語では与位格語尾 -de に対応する。 

 （1） 將什麽與國家出力呢（14b1-2）〈gurun boode〉 

 後続の動詞は akūmbumbi（尽くす，努める）であり，使役文とはみなさ

れない。 

 

7.9 代替 

 “替” 

 “替”は 2 例用いられている。 

 満洲語では，接続後置詞 funde（～の代わりに，～に代わって）に対応

するものが 1 例，特に対応語彙のないものが 1 例である。 

 （1） 人不能替你用力（3b2-3）〈funde〉 

 （2） 閤家都替問好（28a2-3）〈fonji〉 

 

7.10 処置 

 “把” 
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 “把”は 21 例用いられている。 

 満洲語では，対格語尾 -be に対応するものが 19 例，特に対応語彙を持

たないものが 2 例である。 

 （1） 你把我當作小人看了罷（33b-3）〈mimbe〉 

 （2） 能彀把書上的話體行起来（19a4-5）〈henduhe be〉 

 （3） 把朋友的倫理㨼在脊背後頭（49a1-2）〈gucu ciktan be〉 

 （4） 把我的話思索着只是忍耐（44a5-44b1）〈mini gisun be〉 

 （5） 是怎麽能彀把心拿的這様定（55b1-2）〈gūnin〉 

 

 “將” 

 “將”は 3 例用いられている。 

 満洲語では，動詞 jafambi（取る，掴む）の変化形に対応するもの，対

格語尾 -be に対応するもの，道具格語尾としての -i に対応するものが各

1 例である。 

 （1） 將什麽與國家出力呢（14b1-2）〈jafafi〉 

 （2） 你將這蜂餻（24a4）〈ere koforo efen be〉 

 （3） 只將好話兒對那（34a5）〈sain gisun i〉 

 満洲語の動詞に対応する例があることから，“把”と全く同じ用法とは

言えない。 

 

 “以” 

 “以”は 8 例用いられており，うち“以～爲”が 3 例あるほか，文語の

用法である“何以”と“以此”が各 1 例ある。 

 満洲語では，“以～爲”の 3 例がいずれも対格語尾 -be に対応している

ほか，対格語尾 -be に対応するものが 2 例，道具格語尾としての -i に対

応するものが 1 例ある。 

 （1） 以本爲後（10a4）〈da be〉 

 （2） 以熟練簡明爲貴（36b5）〈tomorhon be〉 

 （3） 不以誠待之（35b2）〈unenggi be〉 

 （4） 不以禮節之（35b2）〈dorolon i〉 

 “何以”は疑問詞 aide（どこで，どうして）に対応し，“以此”は特に

対応語彙を持たない。 

 （5） 知識何以得長（2a3-4）〈aide〉 

 （6） 程夫子以此賛子路勇於義者（50a3-4）〈saišame〉 
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7.11 依拠 

 “按” 

 “按”は“按着”の形で 1 例用いられている。 

 満洲語では動詞 anambi（押す）の不定形に来源を持つ接続後置詞 aname

（～によって，～通りに）に対応する。 

 （1） 畢竟以甚麽爲先按着層次前進（1b2）〈aname〉 

 

7.12 除外 

 “除” 

 “除”は 1 例用いられており，“除～之外”の形を取る。 

 満洲語では接続後置詞 tulgiyen（～のほか，～以外）に対応する。 

 （1） 除感激之外（28a5）〈tulgiyen〉 

 

7.13 共同 

 “和” 

 “和”は 1 例用いられており，“和～一般”の形を取る。 

 満洲語では接続後置詞 baru に対応する。 

 （1） 休和我一般見識（38a4）〈mini baru〉 

 

 “與” 

 共同を表す“與”は 3 例用いられており，後に動詞句を伴う。 

 満洲語では，道具格語尾 -i に接続後置詞 manggi 及び emgi が後続する

形（～とともに，～と一緒に）に対応するものが 2 例，特に対応語彙を持

たないものが 1 例ある。 

 （1） 並非挑唆你與人打闘（42a3-4）〈niyalmai manggi〉 

 （2） 與朋友共（50a2）〈gucu gargan i emgi〉 

 （3） 你纔愛與他相與呢（17b2-3）〈guculeki〉 

 

7.14 包括・強調 

 “連” 

 “連”は 3 例用いられ，うち 2 例は“也”と，1 例は“還”と呼応して

いる。 

 満洲語では，“還”と呼応する 1 例は奪格語尾 -ci に接続後置詞 aname

（～ですら，～でさえ）が後続する形に対応し，“也”と呼応する 2 例は

特に対応語彙を持たないものが 2 例である。 
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 （1） 連才幹本事（10a5-10b1）〈aname〉 

 （2） 你連一頓便飯（20a3）〈emu erin i buda〉 

 （3） 連適口的東西（21a3）〈emu icangga jaka〉 

 上の（1）は副詞 hono（なお，また），（2）と（3）は副詞 inu（～も，ま

た）と呼応する。 

 

（待続） 

 


